
宗像大社が所蔵する国宝沖ノ島祭祀遺跡出土品

（正式指定名称「国宝 福岡県宗像大社沖津宮祭祀

遺跡出土品 伝福岡県宗像大社沖津宮祭祀遺跡出土

品」）は、宗像大社の神体島沖ノ島（福岡県宗像市）

で4世紀後半から9世紀にかけて行われた国家的祭

祀の奉献品とされる約8万点の品々である。

本国宝は、宗像大社復興期成会が復興事業の一環

で昭和29（1954）～46（1971）年に実施した3次の

学術調査時の出土品と、学術調査時以外に島内で不

時発見され島で保管されたのち諸事情で宗像大社辺
へ

津
つ

宮
ぐう

（福岡県宗像市田島）へ移され保管してきた伝

世品からなり、宗像三女神信仰や三女神を奉斎した

古代豪族宗像氏の歩みを解き明かすものとして、ま

た、わが国固有の信仰はもちろん古代の国づくりや

対外交流において歴史的・美術的価値をもつものと

して、学術的に高く評価されている。

一方で、本国宝のほかにも、沖ノ島祭祀遺跡出土

品と伝えられる資料が存在する。それらは、神体島

の禁忌を無視した沖ノ島からの持ち出し行為によ

り、島外へ流出した遺物である。

古来神の島への深い信仰から手つかずのまま永く

神聖性が保たれてきた沖ノ島だったが、日露戦争開

戦後まもない明治37（1904）年4月、沖ノ島一ノ岳

山頂に望
ぼう

楼
ろう

（物見やぐら）および灯
とう

竿
かん

（灯台）が建

設されて以降、時勢の推移にともない、島内に軍事

や漁業にかかわる施設が加わった（1）。尊く冒しがた

い神聖な島に他者が立ち入り土地を開発することは

信仰の尊厳を損なうことにつながるかもしれない。

宗像大社は施設設置の度に、海水での禊をはじめ不

浄汚物（唾、大小便など）の島内放棄や草木土石の

持ち帰りの禁止など、信仰の保全を訴える条件を関

係部局に提示し、時には抵抗しつつ（2）、国防のため、

漁業者の安全・休息確保のために建設を許可した。

やむを得ないこととして容認したのである。そのよ

うな状況の中、陸海軍部隊が島に駐屯した昭和10年

代や、昭和26（1951）年から約20年行われた港湾工

事など、神職以外の者の往来が激しくなった時期

に、島外への遺物流出があったとみられる（3）。

遺物流出の詳細は不明だが、のちに、個人蔵ある

いは博物館所蔵の情報を得て、宗像大社が所在を確

認した事例（4）もある。宗像大社はそれらを「流出品」

として位置づけ、情報の収集や学術的な分析・検討

を行っている。他方で、宗像大社には、沖ノ島から

持ち出されたのち同社へ返納された資料もあり「返

納品」と設定し所蔵している。返納品は、国宝沖ノ

島祭祀遺跡出土品の関連品という位置づけで、本国

宝と区別し管理している（5）。

令和6（2024）年3月に宗像大社が刊行、同年10

月に文化庁が認定した、国宝考古部門初となる保存

活用計画書『国宝 福岡県宗像大社沖津宮祭祀遺跡

出土品 伝福岡県宗像大社沖津宮祭祀遺跡出土品 保
存活用計画』では、本国宝に関連する流出品と返納

品の取り扱いを具体的に定めている。本国宝の「保

存・管理」 や「調査研究」を述べた箇所では、流出

品と返納品は台帳化されるべきもの、 整理・調査研

究の対象とすべきものとして取り上げられている。

また、本国宝の「調査研究」の方法の箇所では、流

出品・返納品ともに、出土（採集）状況の記録類が

残されておらず、沖ノ島出土と判断できる直接的根

拠を欠いているため、資料の現状を維持しつつ、個々

の資料の評価、本国宝との比較等を経て沖ノ島祭祀

遺跡との関係を検討するといった慎重な対応を含む

学術的な裏付けのための調査研究を行うこととして

いる。

さて、令和7年度に国宝部会が調査し、本稿で報

告する返納品は、前述の港湾工事の際に、工事に携

わった作業員が島内で拾い持ち帰ったとされ、平成

22（2010）年に宗像大社へ返納された資料である。

これらは、昭和35（1960）年頃より以前に島外へ持

ち出されたとされる。鏡、甲冑をはじめとする金属

製品、滑石製品、貝製品等からなり、大変重要かつ

貴重な製品、沖ノ島祭祀遺跡出土品特有の製品を含

Ⅱ　伝沖ノ島出土とされる返納品について

福嶋　真貴子　 宗像大社文化局

特集　沖ノ島祭祀を奉献品から考える２
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むことから、宗像大社は、これらを沖ノ島祭祀の重

要性を改めて示す新たな資料として捉え、関係部局

で共有し、有意義な形で整理、調査する機会を模索

してきた。本稿では、国宝部会の4名の研究者によ

り、図面など返納品の基礎データならびに所見をま

とめていただいた。
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を確認し、同調査報告書で新出資料として公表した個

人蔵品は、一部を除き、報告書刊行後、宗像大社へ返

納され、沖ノ島出土と判断できる学術的裏付けがあっ

たことから、学術調査出土品とともに国宝に指定され
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